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【全大教九州地区第14回教研交流
集会(佐賀大学)8/20,21 報告】 

【職場の安全衛生分科会】 

分科会には13名の参加者があり、武雄労働基準

監督署の江口氏のご講演と、長崎大学病院職員

の過労死認定の報告と題して、報告があった。 

江口氏のご講演の最初は、全国で転倒事故が最

も多いことが挙げられ、転倒は前年比9.7%増加

という状況であった。転倒も含め、福岡件の労

働災害（死傷者数）は2,479名と前年比+105名と

なっており、労働災害による危険性が増してい

る状況である。 

労働災害を未然に防ぐポイントとして、以下が

紹介された。 

1. 挨拶、コミュニケーション、声かけにより

頼関係が築かれ相互注意もしやすい 

2. 作業手順を見直す・守ること 

3. 危険な箇所を放置しないこと 

4. 普段から職場パトロールを行うこと 

5. 安全教育の計画的な実施 

また、ストレスチェック制度についても説明が

あり、本人のストレス度合いに注意するととも

に、実施者は、集団分析を行い、職場環境の改

善に活用することの必要性と、実施する機関を

適切に選定することが重要であることが報告さ

れた。 

長崎大学病院職員の過労死認定については、病

院職員の過酷な労働環境に対する組合としての

取組みが紹介され、遺族に対する支援体制と、

使用者側との交渉の難しさが報告された。 

また、参加者の中からは、医学部の方に組合員

室がないなど、組合員が気軽に相談にいける場

の必要性と、特に病院職員はサービス残業が多

く発生しているため、労働時間に注視する必要

性も報告された。 

（文責：冨重） 

 

【技術職員分科会】 

分科会には9名の参加者があり、全大教技術職

員部会からの報告と、単組報告として九工大、

佐賀大学からレポートを報告した。 

全大教技術職員部会からは、現状と今後の取組

みと、技術職員の昇級・昇格、資格手当て実態

調査表について説明があった。今後も充実させ

ていくとの報告があった。 

単組からの報告として佐賀大学からは、教室系

技術職員へ学内アンケートを実施した。年齢・

勤続年数・給与・在級年数などを収集してグラ

フ化した。結果、在級年数が高い人ほど昇格・

昇級の割合も高い状況であった。ただし、この

状況は、中途採用者といった年齢が高いが在級

年数が低い人は今後昇級・昇格出来るのか、組

合としても考える必要があるとの報告があった。 

また、技術専門員・技術専門職員の選考に関す

る基準は制定されているが、平成16年時に制定

された内容であるため、現状に見合った基準へ

見直しが必要とも報告された。 

他に、以下の報告もあった。 

1. 技術職員分科会に若手の技術職員を出し

て欲しい。勉強のためにも。 

2. 同規模の大学での交渉術を確認する上で、

分科会の必要性は高い。 
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3. 佐賀大学は全学組織化がされておらず、特

にセンター系職員は独自に組織化を行わ

ないと昇級・昇格ができない（実際に総合

情報基盤センターは独自に組織化を行い、

技術専門員へ昇格した） 

4. 技術職員同士の交流や情報交感を活発に

行うこと 

（文責：冨重） 

 

【教員の年俸制分科会】 
10 名の参加者があり、大分大学と佐賀大学

がレポートを報告した。 

年俸制教員は年度の初めに一年間の仕事の

ウエイトを決めることがあるため、その後増え

た仕事に対し年俸制教員のウエイト外だと担

当してもらえない事があるなどの懸念につい

て報告があった。また、年俸制教員の多くが【非

常に優れている】という評価でも、限りある人

件費を奪い合うことになるだけでは？という

意見や、年俸制に変えた職員からは、よほどの

業績を上げないと年俸制に切り替えても従来

の給与とほぼ変わらず変える必要性が見えな

いとの意見があった。さらに、年俸制の教員に

対する評価として、その教員自身による評価、

また学部(または学科)からの評価が良くても、

判定者によって評価を下げられる問題が起こ

っている。これに対し判定者側は、年俸制教員

に対して結果内容の説明責任を負うことが大

事であり、また年俸制教員は気兼ねなく異議申

し立てをできる環境を整える必要があるとの

意見が出された。 

大分大学では、組合が年俸制教員から情報を

集め、その情報を新人の年俸制教員に提供する

ことで、新人の年俸制教員がすべて組合員にな

ったとの報告があった。 

（文責：山本） 

【教員分科会】 
15 名を超える参加者があり、各大学から裁

量労働制の状況について報告があった。どの大

学においてもほとんどの教員は裁量労働制も

しくは月単位の変形労働時間制であることが

報告された。裁量労働制自体は教員の業務状況

に合っているため問題はあまりないとの意見

があったが、一方で大学の管理・運営などの仕

事の増加、また人手不足について問題になって

いると意見があった。号俸抑制から私大に行く

教員もいることが報告され、人手不足が深刻に

なっている。また、裁量労働制の教員に対応す

ることで、事務職員などに負担がいっていない

か、という意見もあった。 

他に休日出勤の対応について報告があり、各

大学の対応が様々であることが分かった。 

• 休日出勤を一定期間内(「前 4週、後 4 週」

や「前 4週、後 8週」など)で振替休日とし

て対応する。 

• 基本的に振替休日で対応するが振替できな

いことを申請すれば休日出勤として給与を

支給する。 

• 休日出勤をした後 1週間を超えて休みを取

る場合は代休として手当を支給する。 

振替休日と代休を明確にし、手当てを支給する

大学もあることが報告された。 (参考 : 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijur/f

aq_kijyunhou_12.html) 

 さらに研究費が従来の 4 分の 1 になる大学も

あり、研究費削減が深刻になっている。 

（文責：山本） 


